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第9３回メンテナンス部会議事録 
 

多摩マンション管理組合連絡会 メンテナンス部会 
 

１．開催日時 ：２０1７年８月３１日（木）１８：００～２０：１０ 

２．開催場所 ：唐木田菖蒲館第2会議室 

３．出 席 者 ：（敬称略・着席左回り順）： 

小池、西山、三條場、小林、井口、細貝、福勢、橋口 

４．使用資料 ：（注）カッコ内は資料の出所と提供会員名等を示す。 

A．第9３回メンテナンス部会 アジェンダ（細貝） 

B．コンセントの選定（東芝電設資材カタログ抜粋：小池） 

C．一般住宅、団地の場合（東芝電設資材カタログ抜粋：小池） 

D．マンションの施工過程4-2（橋口） 

E．新任理事実務講座テキスト営繕理事編（西山） 

F．サーモシャット工法（エスケー化研パンフ：三條場） 

以下今回使用した前回配布資料 

E（92回）．団地内電気設備について（小池） 

F（92回）．ノーヒューズ遮断機の基本構造（小池） 

G（92回）．各種ブレーカー（小池） 

H（92回）．宅内配線図（小池） 

※前回配布資料については以下E92のように表記する 

５．議 事 

５．１ 第9３回メンテナンス部会アジェンダ （資料Ａ：細貝） 

（１）できごとの報告 

8月19日（土）「改修塗装仕様を考察（創造）する」（ﾘﾆｭｰｱﾙ技開協ｾﾐﾅｰ：三條場氏が講師） 

メンバーが全員都合で参加できなかったので、メンテナンス部会で概略を話してもらうことにした。 

 ８月２６日（土）集会所の分電盤に切り替えユニットを設置した（エステート聖ヶ丘-3団地）  

（２）今後の予定 

１０月０１日（日）マンション総合ゼミナール（多摩マンション管理組合連絡会） 

（３）検討事項 

今回議事録について、差し支えなければ公開モードにしたいので、議事録チェック時に意見を伺うことにする。 

５．２ 「団地の電気設備について」（資料B、C、E９２、F92、G９２、H92：小池） 

（１） ノーヒューズブレーカーとヒューズスイッチ 

① ノーヒューズブレーカー（配線用遮断器）はウエスチングハウスが開発し日本では三菱電機が最初に導入、

販売した、したがってノーヒューズブレーカーは三菱の商品名が一般化したもの。 

② ヒューズスイッチは、かつてはヨーロッパ系で多く使われている。（日本の場合ドイツメーカーと提携し

ている富士電機） 

③ 現在はノーヒューズブレーカーが主流で、ヒューズスイッチは昔のものが残っているのみである。そのた

め、ヒューズが切れると部品が無く困ったことになるが、ヒューズスイッチには必ず予備のヒューズが1

つ付いているはずである 

④ ノーヒューズブレーカーは、熱膨張率が異なる2枚の金属板（バイメタル）の動きによる遮断機構と、過

電流の磁場を利用した（可動鉄心）遮断機構の２つを備えていて、緩慢な過電流と急激な過電流の両方に

対応できるようになっている。 

⑤ モーターなど多くの電気機器はスイッチを入れた瞬間だけ大きな電流が流れる（突入電流）ので、これを

感知してしまうと誤動作につながる。そのため、ノーヒューズブレーカーでは、時延引きはずし特性領域

を設け突入電流による誤動作を回避している。 

⑥ 家庭用分電盤の安全ブレーカー（子ブレーカー）も、鉄心をコイルと制動油で緩慢に動くように制御し突

入電流による誤動作を防いでいる。 

⑦ ノーヒューズブレーカーは、過電流が流れて切れて（トリップ）復旧する場合、必ずハンドルまたはスイ
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ッチをオフにしてからオンに戻す。漏電ブレーカーでも同じである。 

⑧ ノーヒューズブレーカーは仕組みが複雑なため誤動作やグリースが固まって動作不良など故障が無いと

は言えないので、ヒューズスイッチと比べてどちらがよいかは、一概には言えない。ただ現在の選択肢は

ノーヒューズブレーカーしかなくなっている 

（２） 漏電ブレーカー 

① 構造的には、リング状の鉄心に電路を通し、鉄心に2次コイルを巻いて検知器につなげている単純なもの

である。 

② 電路に漏電が無ければ（通常時）、往路電流と復路電流は等しいので、それらが作る磁束は打ち消し合っ

ている。 

③ 電路に漏電が発生すると、往路電流と復路電流に差が生じ、それが磁束の変化になって現れ、2次コイル

に誘導電流を生じる。この電流を増幅して遮断スイッチにつなげ電路を遮断する。 

④ 現在では増幅器に半導体を使ったものが主流となっている。 

（３） 感電について 

① １００V では人間の皮膚の抵抗は高いので短時間であれば心配ない。ただし濡れていた場合は別である。

また口とかお尻とかの粘膜は弱い。 

② 感電の影響は、流れた電流（A）と時間によって決まってくる。したがって、家庭用 100 ボルトでも、

気絶したり、筋肉が硬直したりして長時間感電の状態が続くと命に係わる場合がある。 

③ 人は数mAを超えると電気刺激を感じる（感知電流）。 

④ 5mA～20mAで導体を握ったまま電流を流すと、筋肉が収縮しけいれんを起こして離すことができなく

なる（離脱限界電流） 

⑤ 人体の通貨電流が数10mAのとき、心筋が痙攣し死亡の恐れがある（心室細動電流） 

（４） 接地の必要性 

① 接地していないと、人体が接触したときに、電流のほとんどが人体を流れてしまうので危険である。 

② 電気事業法と経産省令に基づき民間事業者が定めた自主規格（内線規程）があり、電気工事業界では広く

使われている。 

③ 内線規程によると、水を使用する9つの特定電気機器（洗濯機、乾燥機、電子レンジ、冷蔵庫、食器洗い

機、冷暖房機、温水洗浄式便座、温水器、自動炊飯器）は接地極付コンセントが義務付けられている。 

④ 古い団地のトイレのコンセントには接地端子が付属されておらずウォシュレット施工時ほとんど接地さ

れていない。すべての日本製ウオッシュレットには漏電ブレーカーが付属しているが接地は必ずするよう

にと取扱説明書には記載されている。 

⑤ 最近の全てのウォシュレットメーカーの取扱説明書には、温水洗浄便座工業会の注意事項として「断続的

に事故が発生しているので10年経ったら交換しなさい」パナソニックの最新の取扱説明書には「ピリピ

リ感じたり感電する場合がある」と書いてある。 

⑥ 古いタイプのコンセントは接地端子付きのコンセントに交換し、接地線を配線用配管に接続すればよい場

合が多く、団地単位で発注すれば1か所5,000円程度でやってくれる。 

５．３ 「マンションの施工過程4-2」（資料D：橋口） 

鉄筋コンクリートマンションの施工過程を順に説明してきたが、今回は弱電設備について説明する。 

（１） インターフォン設備 

① 個別タイプ：チャイムが鳴る、電話のように話ができる、画像が見えて録画ができるなど。各戸の自由に

設置変更できる。 

② システムタイプ：その戸だけでなく、マンション全体のシステムの一部にインターフォンがついているタ

イプで、自分で勝手には変えることができない。また、リフォームで間仕切り壁を動かしたい場合、ケー

ブルにインターフォンの移動に必要な余裕がない場合は管理組合の了解のもとに全体のシステムに支障

のない方法での施工が必要である。 

③ インターフォンの寿命は10年くらいであるが、実際にはもっと長く使っている。 

④ 民間マンションでは、インターフォンを始め、防犯カメラ、オートロックなどの交換費用が長期修繕計画
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に入っていないところもあるので注意が必要である。 

（２） 電話設備 

① いまでは各部屋にモジュラージャックがついているようになっている。 

② 固定電話を使わないようになってきていたり、インターネット回線を使う通話方法も一般化してきたので、

だいぶ流動的な状態である。 

※この項途中なので、次回残りを説明する。 

 

６．次回 第9４回メンテナンス部会 

日時：2017年９月２５日（月）18:00～20:00 

場所：TOMハウス会議室（多摩市落合６－５：バスは多摩センターより7番鶴牧循環で鶴牧センター下車） 

議題：（１）「団地の電気設備について」（前回説明漏れについて）（小池） 

（２）マンションの施工過程4-2（前回説明の続きから）（橋口） 

（３）「断熱塗料の材料設計（仮題）」(三條場) 

（議事録作成 細貝）以上 


